
第２部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策5　地域活性化に関する政策

①具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
施策②
ライフステージ応じた人
材還流を促進する

・出生率の高さを福井県とも協働して全国にPRしてほしい。

・個別の取組のため総合計画に記載はしないが、大都市圏の若者や子育て世代に
対し、本市の住みよさや教育、産み育てやすい子育て環境の充実度について、市
ホームページやSNS等、様々な媒体を活用して情報発信を強化していく。
・併せて、福井県や市東京事務所等とも連携しながら、東京などの大都市における
移住フェア等に出展して福井のPRに取り組んでいく。

2
施策②
ライフステージ応じた人
材還流を促進する

・大学生などに対し、福井もきらりと光る企業がいっぱいあることを伝えてほしい。
・個別の取組のため総合計画に記載はしないが、引き続き、地元大学生との連携に
よる情報発信や、県や市商工労働部と連携して企業交流イベント等での情報提供
を行うことで、本市へのUIターンにとつなげていく。

3

施策④
地域の活性化や地域コ
ミュニティの維持に取り
組む

・地域の安全・安心のための負担が自治会に重くかかっているため、最低限の施策は福井市
でやってほしい。
・地域に参加している方は年齢層が高く、若者が参加したくても参加しづらい。
・公民館は生涯学習の拠点だけでなく、住民自治に関わる役割も担ってほしい。

・個別の取組のため総合計画に記載はしないが、地域コミュニティ機能保持・活性
化のための支援について、公民館との連携を含め見直しを検討していく。
・具体的には、自治会の組織力及び運営基盤の強化を図るため、「自治会への加入
促進」、「自治会運営の負担軽減（デジタル化の推進）」「持続可能な自治会運営
への支援（合併の推進）」等の取組を進めていく。
・また、地域の課題や自治会運営上のトラブルなどをテーマとした勉強会を開催し、
地域コミュニティ全体の底上げを図っていく。
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地域の魅力を発信して人の流れを呼び込み、
持続可能で活気あふれるまちをつくる

本市ではこれまで人口減少に打ち克つための様々な施策に取

り組むことで、人口減少の進行度合いを緩和してきましたが、歯

止めをかけるまでには至っておりません。

将来にわたって本市の活力を維持し、安心で豊かな暮らしを維

持していくためには、県外への若者転出超過の改善や出生数の

増加など、引き続き、取り組むべき課題が山積しております。

地域においては、住民同士のつながりの希薄化が進んだことに

より、自治会未加入世帯が増加しています。また、人口減少や少

子高齢化等に伴い、自治会活動の担い手が不足しており、自治

会活動の存続が危ぶまれる状況となっています。

持続可能で活気あふれる地域づくりのため、移住定住の推進や

豊かな住環境の整備、自治会業務のデジタル化、男女共同参画

意識の醸成など持続可能で特色のある地域づくりを促進する必

要があります。

現状 課題 施策

④地域コミュニティの持続と
特色のあるまちづくりの促進

④ 地域の活性化や地域コミュニティの維持に取り組む

• 地域自らが未来の姿を描いた地区ビジョンの実現につながるよう、まちづくり活

動を支援します。

• 自治会業務のデジタル化への支援や男女共同参画意識の醸成など、自治会の

維持・活性化を図るための各種取組を推進します。

• 人口減少や高齢化が進んでいる中山間地域・過疎地域の集落機能の維持活

性化に取り組みます。

• 地域おこし協力隊による地域資源を活用した取組を通じて、地域の活性化を図

りながら、都市部の若者の定住・定着に繋げます。

• 人口減少・少子高齢化に対応できる地域コミュニティのあり方について、地域の

声や実情等を整理し、地域活力の維持・活性化に取り組みます。

② ライフステージに応じた人材還流を促進する

②若者・子育て世代の移住
定住の促進

• 高校生や大学生、社会人など、ライフステージに応じた地元定着やUIターンに

よる人材還流の促進に取り組みます。

• 全国トップクラスの住みよさや教育、産み育てやすい子育て環境などのさらなる

向上に努め、それらを市内外に強く情報発信します。

• 移住後の仕事や生活の不安をなくすためのお試し居住や、経済的負担の軽減、

住まいの確保などに取り組み、本市への移住を促進します。

③ 地域の資源を活かし、安心して住み続けられる住環境をつくる

③誰もが安心して住み続け 
られる豊かな生活環境の整
備

• 子育て・新婚世帯やUIターン世帯の暮らしに適した住宅の確保を支援します。

• 空き家の流通支援や活用時の支援により、定住人口の維持・増加に繋げます。

• 高齢者や障がい者などが円滑に住宅を確保できるよう支援します。

① 福井とつながる人口の対流を創出する

①移住に向けた人の流れの
創出

• 仕事、生活、地域など、本市との様々な関わり方の提案により、継続的に本市と

つながる人口の対流を創出します。

• 観光やふるさと納税などをきっかけとして本市とつながった人との関係を深める

取組により、「福井市ファン」の拡大に取り組みます。

分野Ⅱ「くらし」

●地域の活性化や将来的なUIターンにつなげるため、関係人口の創出により裾野拡大に取り組みます。

●地域の特色や魅力を発信するとともに、地域資源や空き家の利活用を推進し、移住・定住を促進します。

●地域の自主的なまちづくり事業を推進し、地域コミュニティの維持・活性化につなげます。

地域活性化に関する政策政策５
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第２部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策６　共生・協働に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣

現状
施策②
女性が輝きいきいきと
暮らせる社会の実現を
図る

・アンコンシャスバイアスをなくし、男性も女性も同じ権利があるんだと市民に分かりやすいフ
レーズに変えたほうがいいのではないか。

・現状の7行目「～様々な分野におけるアンコンシャスバイアス（無意識の思い込み
や偏見）*を減らし…」を「～様々な分野におけるアンコンシャスバイアス*を解消し
…」に変更する。
・施策②-３「社会全体（企業や地域等）での、アンコンシャスバイアス（無意識の思
い込みや偏見）を減らし、男女共同参画の意識醸成に取り組みます。」を「性別に関
わらず、誰もが尊重し合い自分らしく生きがいを持って暮らせる豊かな社会づくりの
ため、セミナー等を通じた意識啓発に取り組みます。」に変更する。

2⃣

施策④
ボランティア活動や市
民活動を支援し、市民と
行政が力を合わせる協
働のまちづくりを進める

・市民協働を推進するにあたり、市民も行政も対等なパートナーであると啓発し続けてほし
い。

・施策④-２「市民と行政が協力して役割を担う市民協働を推進します。」を「市民と
行政が対等な立場で協力して役割を担う市民協働を推進します。」に変更する。

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1

施策②
女性が輝きいきいきと
暮らせる社会の実現を
図る

・女性を優遇するくらいの意識を取り入れないと、女性活躍の実現は難しいのではないか。

・個別の取組のため総合計画に記載はしないが、市においては管理職や審議会等
に占める女性の参画率の目標設定、また企業においては、独自のウェブ診断システ
ム「Fukurea（フクリエ）」による職場環境改善の後押し等により、今後も女性の活
躍を促進していく。

2

施策②
女性が輝きいきいきと
暮らせる社会の実現を
図る

・女性がいきいきと暮らせることが地方の人口減少を食い止める重要なポイントであり、県と
も協力し取り組んでほしい。

・個別の取組のため総合計画に記載はしないが、県主催女性リーダー育成研修「ハ
ピーキャリア“縁”カレッジ」への市職員の参加や県補助金を活用した事業実施
（ウェブ診断システム「Fukurea」）、県「ふくい女性活躍推進企業」情報の活用な
ど、今後も県との連携を図っていく。

3

施策③
多文化共生のまちづく
りと市民のグローバル
化を推進する

・クラン市（スロベニア共和国）との姉妹都市締結をしたため、今後の具体的な取組について
検討していってほしい。

・個別の取組のため総合計画に記載はしないが、今後、相手都市と協議をしながら、
さらなる相互理解促進に向けた情報発信や、市民の相互交流などの取組を検討し
ていく。

4

施策④
ボランティア活動や市
民活動を支援し、市民と
行政が力を合わせる協
働のまちづくりを進める

・総合ボランティアセンターについて知らない人もおり、周知が必要ではないか。
・個別の取組のため総合計画に記載はしないが、センターの周知、認知度向上につ
いては、新たな団体等や若い世代に対しても、ホームページやSNS等を活用し、PR
を図っていく。
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①誰もが個性と能力を発揮
できる社会の推進

① 誰もが活躍できる人権が尊重された社会の実現を図る

• 誰もがそれぞれの個性や能力に基づき、活躍できる社会づくりに取り組みます。

• 人権教育・啓発に取り組み、一人ひとりの多様性を認め合い、人権が尊重され

る地域社会の実現に取り組みます。

② 女性が輝きいきいきと暮らせる社会の実現を図る

②女性が活躍できる社会の
推進

• 女性が職場や社会のあらゆる分野で、リーダー的役割を果たし活躍できる機会

の拡大に取り組みます。

• 女性にとって不安や負担のない充実した家庭生活の実現を目指すとともに、仕

事と生活の調和を図るワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組を推進しま

す。

• 性別に関わらず、誰もが尊重し合い自分らしく生きがいを持って暮らせる豊かな

社会づくりのため、セミナー等を通じた意識啓発に取り組みます。

③ 多文化共生のまちづくりと市民のグローバル化を推進する

③多文化共生、グローバル
化の推進

• 日本人・外国人の誰もが同様に市民サービスを享受できるよう、デジタル技術

等を活用し、安心して暮らせる環境を整備するとともに、国籍や文化、言語の違

いを超えて、相互に理解し合い活躍できるまちづくりに取り組みます。

• 姉妹友好都市とのつながりを活かし、教育、文化等での交流を進めるとともに、

市民や団体による国際交流活動を支援することで、市民の国際理解を深め、グ

ローバル化に対応できる人材の育成に繋げます。

誰もが尊重され、それぞれの個性や能力を発揮しながら、
活躍できるまちをつくる

●性別や年齢等にとらわれず、一人ひとりの個性や能力を活かし、あらゆる分野での活躍につなげ、

全ての人がともに担う地域社会づくりを推進します。

●様々な国の人たちが手をつなぎ、共に支え合うまちづくりに取り組みます。

現状

①政策

課題 施策

共生・協働に関する政策政策６

分野Ⅱ「くらし」

④ ボランティア活動や市民活動を支援し、市民と行政が力を合わせ
る協働のまちづくりを進める

④ボランティア活動、市民活
動への参画の促進

• 総合ボランティアセンターを拠点に幅広い世代のボランティア活動への関心

や意欲を高め、ボランティア活動へのきっかけづくりに取り組みます。

• 市民と行政が対等な立場で協力して役割を担う市民協働を推進します。

誰もが人格と個性を尊重され、地域社会で安心して暮らすこと

ができ、また、活躍できるまちづくりを進めるためには、相互の価

値観や多様性を認め合える意識づくりが重要です。

また、本市においても、人口減少が進む中、次代を担う若者や

女性から選ばれる魅力ある地域づくりが必要です。結婚・出産後

もキャリアを継続できるなど、ライフスタイルに応じた選択ができ

る環境づくりに加え、様々な分野におけるアンコンシャスバイアス*

を解消し、誰もが個性や能力を発揮しながら活躍できる地域社

会づくりが求められています。

さらに、本市の在留外国人数及び人口に占める割合は、コロナ

禍以降、右肩上がりとなっております。特にベトナムやフィリピンな

ど東南アジア地域から、技能実習や留学のために在留する外国

人が増加しています。 市民を含め、様々な国の人たちが安心して

支え合えるまちづくりが求められています。

これまで総合ボランティアセンターを拠点に、市民のボランティ

ア活動や市民活動を総合的に支援し、市民の公益的な活動への

理解と参加促進を図ってきました。今後も市民のボランティア活

動への参加を通じ、地域社会での絆を強め、市民と行政が共に

支え合う社会を目指す必要があります。

*アンコンシャスバイアスとは・・・

過去の経験や、文化、教育、メディアなどの影響を受けて形成される

無意識のうちに抱いてしまう思い込みや偏った考え方。
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第２部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策７　福祉・健康に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣ 現状
・現状の７行目「～市民が安心安全に暮らせるよう～」を「～市民が安全に安心して暮らせる
よう～」に変更してはどうか。
・安全と安心の言葉の意味を使い分けて記載してほしい。

・現状の７行目「～市民が安心安全に暮らせるよう～」を「～市民が安全に安心して
暮らせるよう～」に変更する。

2⃣

施策①
生活習慣病予防に取り
組むなど生涯にわたる
健康づくりを支援する

・ダンスより健康運動のような記載の方が市民に受け入れられやすいのではないか。
・施策①-2「ダンスなど身体を動かす活動…」を「ダンスや健康体操など身体を動
かす活動…」に変更する。

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1

施策③
障がいのある人が地域
で安心して生活できる
よう支援する

・障がい者が老人ホームに入れないと聞くため、支援を考えられないか。
・現在のところ、高齢障がい者のための老人ホームは検討していないが、障がいの
特性に応じた障害福祉サービスや、介護保険事業で対応していく。

2

施策⑤
公衆衛生の向上や救急
医療体制の充実に取り
組む

・「結核やエイズ等」の記載について、新型コロナウイルスやインフルエンザが流行する中、記
載内容に違和感がある。

・世界規模で長期にわたり流行し国際的課題となっている「結核、エイズ」対策事業
は、公衆衛生を担う保健所の重要な業務であることから、記載変更はしない。
・結核やエイズの新規患者が未だ発生している現状について周知に努めるととも
に、県と連携し、引き続き感染予防の啓発に取り組む。
・また、新型コロナウイルス感染症等の「様々な感染症」についても、引き続き発生動
向を注視しながら感染症予防のための啓発や感染拡大防止に取り組むとともに、コ
ロナの経験を踏まえ、パンデミックに対する対応体制の整備や対応力の強化を図っ
ていく。
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③障がい者に対する市民へ
の理解浸透、一人ひとりの
ニーズに応じたきめ細かな
支援

③障がいのある人が地域で安心して生活できるよう支援する

• 障がいのある人もない人も互いを認め合い、支え合うことができる共生社会の
実現を目指し、障がいや障がい者に対する理解促進に取り組みます。また、障が
いの有無にかかわらず芸術文化等を通して交流する機会をつくります。

• 災害発生時に必要な支援を行えるよう、医療的ケア児者等への支援体制づくり
に取り組みます。

• 障がい者の自立と社会参加を促進するため、相談体制の充実を図るとともに、

一人ひとりのニーズに応じた質の高い障害福祉サービス等を提供できるよう、
支援体制の整備に取り組みます。

①生活習慣病予防に取り組むなど生涯にわたる健康づくりを支援する

①生涯にわたる健康づくり
支援や安心して医療を受け
られる医療保険制度の維持

• 疾病の早期発見に取り組み、早期治療につなげるとともに、デジタル技術等を
活用して、正しい食習慣や適度な運動などの健康づくりや生活習慣病の予防を
推進します。

• ダンスや健康体操など身体を動かす活動を通じた健康増進やフレイル*予防な
ど、健康維持、健康寿命延伸の取組を強化します。

• 市民の健康を支えるための保健事業を推進し、医療費の適正化を図りながら、

医療保険制度を安定的に運営します。

②高齢者が住み慣れた地域の中で、安心して生活を送れる社会をつくる

②高齢者が元気にいきいき
と活躍できる体制の構築、安
心して暮らせるサービスの継
続的な提供

• 医療や介護、介護予防、住まい、生活支援に加えて、認知症施策等、様々な支援
を切れ目なく提供する地域包括ケアを推進します。

• 認知症の人が尊厳と希望をもって暮らせる環境づくりに取り組みます。

• 高齢者が趣味や地域活動などの様々な社会参加を通して、元気に、いきいきと
活躍できる体制づくりを推進します。

• 介護人材を確保し、質の向上を図りながら、安定した介護サービスの提供に取

り組みます。
• 高齢者等がより安心して生活できる社会の実現のため、成年後見制度の周知
や利用促進に取り組みます。

市民の心と体の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って
安心して暮らせるまちをつくる

●誰もが生涯にわたり、心身ともに健康で生きがいを持ち、自立した生活を送れるように市民の健
康を守ります。
●高齢者、障がい者など、様々な立場を理解、認め合い、共につながり支えあう地域共生社会の実
現に向け、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。

現状

①政策

課題 施策

福祉・保健に関する政策政策７ 福祉・健康に関する政策①政策７

急速な人口減少及び少子・高齢化が進行する中で、市民全員

が身近な取組から健康意識を高め、生活習慣病の発症・重症化

予防など、健康寿命を延ばすことで、安全、効果的な医療の実現

や医療費抑制など、安心して医療を受けられる持続可能な社会

保障制度が求められています。

また、高齢者、障がい者等が住み慣れた地域で安心して暮らす

ことができる社会の構築や、新たな感染症への備えなど、市民が

安全に安心して暮らせるよう、一層の取組が求められています。

分野Ⅱ「くらし」

*「フレイル」とは・・・高齢期の心身の活力（筋力、認知機能、社会のとのつながり）が衰えた状態で、健常な状態と要介護状態

の中間の状態を表す言葉であり、早期発見と適切な介入により健康に戻ることができる可能性がある。

1

2
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④複雑化・複合化する福祉
問題に対応するための、地域
や各種機関の連携による支
援体制の強化

④複雑化・複合化する支援ニーズを包括的に受け止める体制を強化する

• 相談先が分からない相談や分野をまたぐ複合的な相談への対応を充実させる
ため、関係機関が連携し、より身近な場所で必要な支援を行います。

• 多様な社会参加に向けた支援を行うとともに、地域における活動の担い手の育

成や活動団体のネットワーク強化を促進します。

⑤公衆衛生の向上や救急医療体制の充実に取り組む

⑤感染症への対応や食品の
安全性の確保、救急医療の
提供

• 結核やエイズ等、様々な感染症の発生やまん延の防止に向けた取組を推進し
ます。

• 飲食店等に監視指導や衛生講習会を実施し、食品の安全性の確保を図るとと

もに、食中毒発生時は迅速かつ適正に対応します。
• 休日の初期救急医療を提供するため、診療体制の充実に取り組みます。

市民の心と体の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って
安心して暮らせるまちをつくる

①政策

課題 施策

福祉・健康に関する政策②政策７

分野Ⅱ「くらし」

●誰もが生涯にわたり、心身ともに健康で生きがいを持ち、自立した生活を送れるように市民の健
康を守ります。
●高齢者、障がい者など、様々な立場を理解、認め合い、共につながり支えあう地域共生社会の実
現に向け、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。
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第２部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策８　環境に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣
施策③
自然や都市環境を守り
育て、未来に伝える

・日頃から自然と触れ合って大事にしようという気持ちの醸成が必要と考えるため、自然との
触れ合いの機会の増進といった文言を記載してほしい。

・施策③-１「～保全・再生活動を支援します。」を「～保全・再生活動を支援し、自然
とふれあう機会を提供します。」に変更する。

②その他（反映が困難であったもの、他の政策の修正）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
施策①
環境負荷低減の取組を
推進する

・「資源物及び廃棄物を適正に処理し…」の記載について、資源物は有効利用するというこ
とを明記した方がいいのではないか。

・処理には、分別、保管、収集、運搬、再生、処分など廃棄物全般の作業が含まれて
いるため、適正な処理という表現のままとしたい。

2
施策①
環境負荷低減の取組を
推進する

・家庭ごみの抑制につながる消費行動を促すといった「エシカル消費」について、追記できな
いか。

・「エシカル消費」は消費者一人ひとりが人や社会、環境等の社会的課題の解決を
考慮したり、課題解決に取り組む事業者を応援する消費活動であるため、「かしこい
消費者の育成」である政策９　安全安心に関する政策で反映する。

3
施策①
環境負荷低減の取組を
推進する

・ごみの有料化のような施策は、担当部局だけでなく、総務部などが一緒に考えないと前に
進まないのではないか。

・ごみの有料化に限らず、現状を最も把握している担当課、担当部局においてまずは
検討するべきと考えるが、市民生活に大きく関わる政策やその方針転換などは、市
全体での判断が必要となることもあると考える。

8



① 環境負荷低減の取組を推進する

①環境負荷低減につながる
環境にやさしい生活への転
換

• 資源物及び廃棄物を適正に処理し、市民の生活環境を守ります。

• 家庭や事業所での省エネルギー行動の普及啓発に加え、エコ家電や再生可能

エネルギー設備の導入支援など、市民の脱炭素型ライフスタイルへの転換（デコ

活※）を促進します。

• 市有施設における再生可能エネルギーや照明のLED化等省エネルギー設備の

導入拡大を進めます。

• ごみの３Ｒ（リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利用））

の取組を促進し、廃棄物の減量に取り組みます。

• 新たに整備するごみ処理施設において、ごみ焼却により発生する熱エネルギー

の有効活用に取り組みます。

② 公害や不法投棄のない快適な生活環境を守る

②公害の未然防止や不法投
棄対策など、良好な生活環
境の保全

• 公害の未然防止のため事業者への啓発・指導を行うとともに、環境対策に積極

的に取り組む企業を支援育成し、良好な生活環境を維持します。

• 廃棄物の排出者及び処分事業者への啓発・指導や不法投棄等防止パトロール

などを行うことにより、一般廃棄物・産業廃棄物の適正処理を推進し、快適な生

活環境を保全します。

環境にやさしい持続可能なまちをつくる

●市民、市民組織、事業者、行政が連携し、良好な生活環境を保全するとともに、恵まれた自然環境や、
みどりが豊かで快適な都市環境を守り育てます。 
●２０５０年のゼロ・カーボンシティの実現に向けて環境負荷の低減や循環型社会の形成を図り、
将来にわたって持続可能なまちづくりを進めます。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅱ「くらし」

環境に関する政策①政策８

③恵まれた自然環境の保全
と、都市部の緑化の推進

③ 自然や都市環境を守り育て、未来に伝える

• 守り伝えたい地域の優れた自然や生き物の保全・再生活動を支援し、自然とふ

れあう機会を提供します。

• 市民や市民組織等と協働し、豊かな自然を守るための取組を促進します。

• まちなかの緑化活動を支援します。

本市では、「２０５０年のゼロ・カーボンシティ」の実現に向けて

地球温暖化対策を進めるため、令和７年度から１２年度までを期

間とする「地球温暖化対策実行計画 福井市脱炭素アクションプ

ラン」を策定し、市民の脱炭素型ライフスタイルへの転換や、市有

施設におけるエネルギーの有効活用など、環境負荷の低減に取

り組んでいます。

また、里地・里山の保全・利活用や、都市部における緑化に取り

組み、豊かな自然環境や快適な生活環境の保全に努めています。

家庭や事業所等から排出されるごみについて、一人あたりのご

みの排出量は減少傾向にありますが、さらなる減少に向けた取り

組みが必要です。

今後、市民、市民組織、事業者、行政が連携する取組や、環境に

やさしい生活への転換、環境のことを共に考え行動できる人材を

育成していくことがさらに重要となります。

※デコ活とは・・・二酸化炭素を減らす(DE)脱炭素(Decarbonization)と、環境に良いエコ(Eco)を含む“デコ”と活動・生活を
組み合わせた言葉。脱炭素に向けた行動を促進し、豊かな暮らしを創る国民運動の愛称。

1
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④ 市民、市民組織、事業者、行政が共に環境を考え、共に行動でき
る人づくり・まちづくりを進める

④環境について考え行動で
きる人材の育成

• 学校や家庭、地域、職場など様々な場で環境学習や啓発を行い、持続可能な社

会の実現に向け、環境について考え自ら行動できる人材を育成します。

• 企業交流会などを開催し、事業者間の連携を深めるとともに、市民、市民組織、

事業者、行政が連携して行う環境活動を活発にします。

• 新たに整備するごみ処理施設において、ごみ処理やリサイクル、再生可能エネル

ギーの活用などについて総合的に学べる環境学習の場を提供します。

環境にやさしい持続可能なまちをつくる

①政策

課題 施策

分野Ⅱ「くらし」

環境に関する政策②政策８
●市民、市民組織、事業者、行政が連携し、良好な生活環境を保全するとともに、恵まれた自然環境や、
みどりが豊かで快適な都市環境を守り育てます。 
●２０５０年のゼロ・カーボンシティの実現に向けて環境負荷の低減や循環型社会の形成を図り、
将来にわたって持続可能なまちづくりを進めます。
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第２部会　第３回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策９　安全安心に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣
施策①

地域の防犯力を向上す

る

・犯罪の防止は防犯隊だけでなく、地域ぐるみで防止していくという文言に変えたほう方いい

のではないか。

・防犯隊や地区社協、民生委員や福祉委員、女性防火クラブなど、「安全」を切り口に連携す

るというところがどこかに出てくるとよい。

・施策①-１「防犯隊への活動支援を行うことで…」を「防犯隊や地域の各種団体と

連携し…」に変更する。

・女性防火クラブは、一般住宅の火災予防等をはじめ、災害発生時における炊き出し

など、被災者の一番近くで寄り添って活動しているが、地域における犯罪の未然防止

という目的とは異なるため、具体的な連携については記載しない。

2⃣
施策③

安全で安心できる消費

生活を支える

・家庭ごみの抑制につながる消費行動を促すといった「エシカル消費」について、追記できな

いか。

・施策③に「・環境問題や社会問題などに配慮したエシカル消費＊の普及・啓発を

推進します。」を追加する。

・また、「エシカル消費」についての注釈「地域の活性化や雇用などを含む、人・社

会・地域・環境に配慮した消費行動のこと。​」を追加する。

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
施策①

地域の防犯力を向上す

る

・特殊詐欺について、例えば防災訓練や運動会の合間を活用するなど、家族で学ぶ機会を

作ってはどうか。

・具体的取組については総合計画に記載しないが、施策①-2の特殊詐欺等の犯罪

抑止に関する取り組みにおいて実施計画を作成する際に検討していく。

2
施策②

火災等から人命と財産

を守る

・消防団についても記載し、どうバックアップしていくかということを記載してはどうか。

・施策②-１「消防施設の整備と維持管理」に消防団の分団本部建設等に関する細

部計画が含まれており、その中で検討し取り組んでいく。

・なお、福井市消防団の定員に対する充足率は92.9％と高い水準となっている。

3
施策②

火災等から人命と財産

を守る

・女性防火クラブの研修や活動支援について記載してはどうか。

・福井市女性防火クラブ連絡協議会の事務局は福井市防火委員会となっており、女

性防火クラブは防火委員会の補助を受けながら様々な活動をしている。

・このため、今後も福井市防火委員会と連携して活動支援を行っていく。
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事件事故・火災に強い
安全で安心できるまちをつくる

●市民の生命・身体・財産を守るため、市民の防火意識や地域の防犯力向上を図ります。
●誰もが安全で安心できる消費生活を送れるよう、相談解決力強化を図ります。
●県や警察、交通安全団体などと連携し、交通安全意識の啓発に取り組み、事故のない安全なまちづくりを進めます。

本市の刑法犯認知件数は増加傾向にあり、依然として、女性

やこども、高齢者を狙った犯罪が多発しています。

特に、近年は、手口が巧妙化した特殊詐欺事件や匿名・流動型

犯罪グループによる組織犯罪など住民の安全を脅かす事案が

増加しています。

また、本市においては、新幹線福井開業により、県外からの来訪

者の増加から、治安状況の変化も懸念されています。

さらに、火災等から市民を守るためには、消防体制の整備と防

火意識の啓発とともに、高齢化社会に対応するための救急体制

の強化が重要です。

今後も関係機関が連携して効果的な啓発活動を行い、地域ぐ

るみで犯罪に対する抑止力を高める仕組みづくりや交通安全へ

の対策等が求められています。

現状

①政策

課題 施策

分野Ⅱ「くらし」

安全安心に関する政策政策９

② 火災等から人命と財産を守る

②消防体制及び救急体制の
強化、防火安全対策の推進

• 消防施設の整備と維持管理に取り組み、火災等への対応力を強化します。

• 消防情報管制システム及び消防救急デジタル無線設備を更新し、消防体制を

強化します。

• デジタル技術等を活用しながら、救急活動能力の向上を図り、救急体制を強化

します。

• 住宅の防火安全対策を推進し、防火意識の向上に取り組みます。

① 地域の防犯力を向上する

①地域における犯罪の抑止

• 防犯隊や地域の各種団体と連携し、犯罪の未然防止および市民への防犯意識

の高揚を図り、安全で安心な地域をつくります。

• 近年、増加している特殊詐欺を防ぐため、警察などの関係機関と協働した防犯

啓発活動を行い、防犯意識の向上に取り組みます。

• 高齢者世帯や自治会等に対し、防犯対策支援を行うほか、デジタル技術等を活

用しながら、特殊詐欺等の犯罪の抑止に取り組みます。

③ 安全で安心できる消費生活を支える

③消費者保護の充実、
かしこい消費者の育成

• 高度情報化社会の進展や高齢化社会に対応できるよう、消費生活相談体制の

充実に取り組みます。

• 幅広い年齢層への学習の場の提供や、消費者トラブルの未然防止に役立つ情

報発信を行い、かしこい消費者の育成に取り組みます。

• 環境問題や社会問題などに配慮したエシカル消費＊の普及・啓発を推進します。

④ 交通安全対策を推進する

④交通安全対策の推進

• 交通安全推進団体や関係機関と連携して、交通安全の普及に取り組み、交通

マナーの向上や交通安全意識の向上に取り組みます。

• 高齢者が交通事故の加害者にも被害者にもならないよう、運転免許の自主返

納や反射材の着用など交通安全啓発を推進します。

• こどもの交通事故を防ぐため、こどもと保護者等に対し、交通安全教室等を通し

て交通ルールの順守とマナー向上に向けた広報・啓発に努めます。

• 自転車乗車時の交通ルール順守やマナー向上の啓発に努めます。

*エシカル消費とは・・・

地域の活性化や雇用などを含む、人・社会・地域・環境に配慮した消費行動のこと。
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